
第１ 

 

令和６年７月２５日 招集 

 

定 例 教 育 委 員 会 提 出 議 案 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

唐 津 市 教 育 委 員 会 

  



目    次 

 

１ 議案 

議案第３０号 唐津市都市コミュニティセンター条例の一部を改正する 

       条例制定に係る意見について               ･･･ １ 

議案第３１号 唐津市近代図書館条例施行規則及び唐津市相知図書館条 

       例施行規則の一部を改正する規則制定について       ･･･１２ 

議案第３２号 令和７年度使用教科用図書（一般図書）の採択について   ･･･２７ 

 

２ 協議事項 

 (1) 唐津市小中学校特別教室（図画工作室・家庭科室等）空調設備整備計 

  画の策定について                           ･･･２８ 

 (2) 外町公民館の移転改築方針について                  ･･･３４ 

 (3) 相知図書館移転に係る今後の方針について               ･･･３７ 

 

３ 報告事項 

 (1) 教育長報告 

 (2) 各課報告事項 

  ① 共催及び後援について（教育総務課）                ･･･４０ 

  ② 教育委員会行事予定（教育総務課）                 ･･･４２ 

(3) その他 

 

４ その他 

次回の定例教育委員会の日程について（案） 

   日 時  令和６年８月２０日（火）１４時００分から 
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議案第３０号 

   唐津市都市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例制定に係 

る意見について 

 令和６年９月市議会定例会に上程する唐津市都市コミュニティセンター条例の一

部を改正する条例について教育委員会の意見を求める。 

  令和６年７月２５日 提出 

唐津市教育委員会 

教育長 栗原 宣康     

 

 

提案理由  唐津市都市コミュニティセンターの社会体育館及び唐津市児童館の廃

止に伴い、令和６年９月市議会定例会へ唐津市都市コミュニティセンタ

ー条例の一部を改正する条例を提出するに当たり、教育委員会へ意見を

求めるものである。 
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条 例 案 の 概 要 

 

１ 条例案の題名 

  唐津市都市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例 

 

２ 改正理由 

  唐津市都市コミュニティセンターの社会体育館及び唐津市児童館の廃止に伴い

改正するもの 

 

３ 改正内容 

(1) 社会体育館の廃止に伴い、第４条の設置に係る規定を削除し、別表中の社会

体育館使用料に係る規定を削除する。 

(2) 唐津市児童館の廃止に伴い、第３条第２号を削る。 

 

４ 施行期日 

  令和６年１１月１日から施行する。ただし、第３条の改正規定は、令和７年４

月１日から施行する。 

 

－ 2 －



唐津市条例第  号 

唐津市都市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例 

唐津市都市コミュニティセンター条例（平成１７年条例第３０５号）の一部を次

のように改正する。 

第３条中第２号を削り、第３号を第２号とし、同条第４号中「前３号」を「前２

号」に改め、同号を同条第３号とする。 

 第４条を削り、第５条を第４条とし、第６条から第８条までを１条ずつ繰り上げ

る。 

 第９条中「第７条」を「第６条」に改め、同条を第８条とし、第１０条を第９条

とする。 

 第１１条第１項中「第９条」を「第８条」に改め、同条を第１０条とする。 

 第１２条第１項ただし書中「社会体育館を使用する場合及び」を削り、同条を第

１１条とする。 

 第１３条を第１２条とし、第１４条を第１３条とし、第１５条を第１４条とする。 

 別表を次のように改める。 

別表（第１１条関係） 

区分 金額（１室につき１時間当たり） 

大会議室（２００平方メートル以上）  ２，２００円 

会議室（１００平方メートル以上２００

平方メートル未満） 

 １，６００円 

その他の会議室（１００平方メートル未

満） 

６００円 

 備考 利用時間に１時間に満たない端数があるときは、これを１時間に切り上げ

る。 

   附 則 

この条例は、令和６年１１月１日から施行する。ただし、第３条の改正規定は、

令和７年４月１日から施行する。 
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議案第３０号参考資料 

唐津市都市コミュニティセンター条例の一部改正新旧対照表 

改      正      案 現             行 

（事業） 

第３条 センターは、次に掲げる事業を行う。 

(1) 略 

 

(2) 略 

(3) 前２号に定める事業のほか、唐津市教育委員会（以下「教育委員会」とい 

う。）が必要と認める事業 

 

 

 

（運営委員会の設置） 

第４条 略 

（運営委員会の組織等） 

第５条 略 

（利用の許可） 

第６条 略 

（利用の制限） 

第７条 略 

（許可の取消し等） 

第８条 教育委員会は、第６条の許可を受けた者（以下「利用者」という。）が次

の各号のいずれかに該当する場合は、利用の許可を取り消し、又はその利用を制

（事業） 

第３条 センターは、次に掲げる事業を行う。 

(1) 略 

(2) 児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）に規定する児童館事業 

(3) 略 

(4) 前３号に定める事業のほか、唐津市教育委員会（以下「教育委員会」とい

う。）が必要と認める事業 

（社会体育館の設置） 

第４条 市民の体育の振興と文化の向上を図るため、センターに社会体育館を設置

する。 

（運営委員会の設置） 

第５条 略 

（運営委員会の組織等） 

第６条 略 

（利用の許可） 

第７条 略 

（利用の制限） 

第８条 略 

（許可の取消し等） 

第９条 教育委員会は、第７条の許可を受けた者（以下「利用者」という。）が次

の各号のいずれかに該当する場合は、利用の許可を取り消し、又はその利用を制
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限し、若しくは停止することができる。 

(1)及び(2) 略 

（利用権の譲渡等の禁止） 

第９条 略 

（原状回復義務） 

第１０条 利用者は、第８条の許可を取り消し、若しくは停止されたときは、原状

に回復して返還しなければならない。 

２ 略 

（使用料） 

第１１条 センターの使用料は、無料とする。ただし、利用者は、社会体育館を使

用する場合及び第３条に掲げる事業以外の目的で利用する場合は、別表に定める

額の使用料を前納しなければならない。 

２及び３ 略 

（費用の負担） 

第１２条 略 

（損害の責任） 

第１３条 略 

（委任） 

第１４条 略 

別表（第１１条関係） 

 区分 金額（１室につき１時間当たり） 

大会議室（２００平方メートル以上） 2,200 円 

会議室（１００平方メートル以上２００

平方メートル未満） 

1,600 円 

その他の会議室（１００平方メートル未 600 円 

限し、若しくは停止することができる。 

(1)及び(2) 略 

（利用権の譲渡等の禁止） 

第１０条 略 

（原状回復義務） 

第１１条 利用者は、第９条の許可を取り消し、若しくは停止されたときは、原状

に回復して返還しなければならない。 

２ 略 

（使用料） 

第１２条 センターの使用料は、無料とする。ただし、利用者は、社会体育館を使

用する場合及び第３条に掲げる事業以外の目的で利用する場合は、別表に定める

額の使用料を前納しなければならない。 

２及び３ 略 

（費用の負担） 

第１３条 略 

（損害の責任） 

第１４条 略 

（委任） 

第１５条 略 

別表（第１２条関係） 

 １ 会議室等使用料 

区分 金額（１室につき１時間当たり） 

大会議室（２００平方メートル以上） 2,200 円 

会議室（１００平方メートル以上２００

平方メートル未満） 

1,600 円 
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満）  

 備考 利用時間に１時間に満たない端数があるときは、これを１時間に切り上げ

る。 

 

 

 

その他の会議室（１００平方メートル未 

満） 

600 円 

 備考 利用時間に１時間に満たない端数があるときは、これを１時間に切り上げ

る。 

２ 社会体育館使用料 

区分 金額 

専用利用（１時間当たり） 個人利用（２時間当たり） 

一般 930 円 110 円 

生徒及び児童 460 円 50 円 

 備考 利用時間に端数が生じたときは、その端数の時間は、次により処理する。 

(1) 専用利用において１時間に満たないとき １時間 

(2) 個人利用において２時間に満たないとき ２時間 

 

 

  

 

－
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都市コミュニティセンター　配置図

社会体育館

都市コミュニティセンター
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議案第３１号 

   唐津市近代図書館条例施行規則及び唐津市相知図書館条例施行規則の 

一部を改正する規則制定について 

 唐津市近代図書館条例施行規則及び唐津市相知図書館条例施行規則の一部を改正

する規則を別紙のように制定するものとする。 

  令和６年７月２５日 提出 

唐津市教育委員会         

教育長 栗 原 宣 康     

 

 

提案理由  電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する

法律の一部改正に伴いマイナンバーカード連携登録手続が変更されたた

め、規則を改正するものである。 
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規 則 案 の 概 要 

 

１ 規則案の題名 

  唐津市近代図書館条例施行規則及び唐津市相知図書館条例施行規則の一部を改

正する規則 

 

２ 改正理由 

  電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律の一

部改正に伴いマイナンバーカード連携登録手続が変更されたため、規則を改正す

るもの 

 

３ 規則案の内容 

現在の施行規則では、マイナンバーカードに図書館利用者カードとして使用で

きる機能を登録する際のマイナンバーカードは「マイキープラットフォームにマ

イキーＩＤが登録されているものに限る。」となっているが、新しい連携登録手

続では、マイキーＩＤが未発行の場合は、登録時に自動で発行されることとなっ

た。 

よって、「マイキープラットフォームにマイキーＩＤが登録されているものに

限る。」を削除する。 

 

４ 施行期日 

  公布の日から施行する。 
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唐津市教育委員会規則第  号 

   唐津市近代図書館条例施行規則及び唐津市相知図書館条例施行規則の 

一部を改正する規則 

 （唐津市近代図書館条例施行規則の一部改正） 

第１条 唐津市近代図書館条例施行規則（平成１７年教育委員会規則第５０号）の

一部を次のように改正する。 

  第６条第３項中「マイキープラットフォーム（同項に規定する個人番号カード

を様々なサービスを呼び出す共通ツールとして利用するための情報基盤をい

う。）にマイキーＩＤが登録されているものに限る。」を削る。 

 （唐津市相知図書館条例施行規則の一部改正） 

第２条 唐津市相知図書館条例施行規則（平成２４年教育委員会規則第８号）の一

部を次のように改正する。 

  第６条第３項中「マイキープラットフォーム（同項に規定する個人番号カード

を様々なサービスを呼び出す共通ツールとして利用するための情報基盤をい

う。）にマイキーＩＤが登録されているものに限る。」を削る。 

   附 則 

 この規則は、公布の日から施行する。 
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議案第３１号参考資料 

唐津市近代図書館条例施行規則の一部改正新旧対照表（第１条関係） 

改      正      案 現             行 

 （図書館資料の貸出利用） 

第６条 略 

２ 略 

３ 第１項第１号及び第２号に規定する個人で利用者登録した者（以下「個人利用

者」という。）であって、行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）第２条第７項に規定する個人番

号カード（                                

                                      

                   以下「マイナンバーカード」という。）

に図書館利用者カードとして使用できる機能を登録しようとするものは、館長に

申し込み、当該機能の登録を受けなければならない。 

４～７ 略 

 

 

 （図書館資料の貸出利用） 

第６条 略 

２ 略 

３ 第１項第１号及び第２号に規定する個人で利用者登録した者（以下「個人利用

者」という。）であって、行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）第２条第７項に規定する個人番

号カード（マイキープラットフォーム（同項に規定する個人番号カードを様々な

サービスを呼び出す共通ツールとして利用するための情報基盤をいう。）にマイ

キーＩＤが登録されているものに限る。以下「マイナンバーカード」という。）

に図書館利用者カードとして使用できる機能を登録しようとするものは、館長に

申し込み、当該機能の登録を受けなければならない。 

４～７ 略 

 

 

  

 

－
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議案第３１号参考資料 

唐津市相知図書館条例施行規則の一部改正新旧対照表（第２条関係） 

改      正      案 現             行 

 （図書館資料の貸出利用） 

第６条 略 

２ 略 

３ 第１項第１号及び第２号に規定する個人で利用者登録した者（以下「個人利用

者」という。）であって、行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）第２条第７項に規定する個人番

号カード（                                

                                      

                   以下「マイナンバーカード」という。）

に図書館利用者カードとして使用できる機能を登録しようとするものは、館長に

申し込み、当該機能の登録を受けなければならない。 

４～７ 略 

 （図書館資料の貸出利用） 

第６条 略 

２ 略 

３ 第１項第１号及び第２号に規定する個人で利用者登録した者（以下「個人利用

者」という。）であって、行政手続における特定の個人を識別するための番号の

利用等に関する法律（平成２５年法律第２７号）第２条第７項に規定する個人番

号カード（マイキープラットフォーム（同項に規定する個人番号カードを様々な

サービスを呼び出す共通ツールとして利用するための情報基盤をいう。）にマイ

キーＩＤが登録されているものに限る。以下「マイナンバーカード」という。）

に図書館利用者カードとして使用できる機能を登録しようとするものは、館長に

申し込み、当該機能の登録を受けなければならない。 

４～７ 略 
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